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年会のお知らせ
2023年度日本地球化学会　第70回年会のお知らせ（1）
主催：一般社団法人日本地球化学会
会期：2023年9月21日（木）～23日（土）
会場：東京海洋大学・品川キャンパス（白鷹館，楽水

会館，講義棟）
交通：①品川駅（JR，京急本線）下車，港南口より

徒歩約15分，②東京モノレール天王洲アイル
駅下車，徒歩約10分，③りんかい線天王洲ア
イル駅下車，徒歩約15分
※ アクセス方法の詳細については，下記のサイ
トをご参照ください。

https://www.kaiyodai.ac.jp/overview/announce 
ment/access/shinagawa.html

内容：口頭発表およびポスター発表，学会賞記念講演，懇
親会，一般向け講演会など。セッション編成の詳細
については，次号のニュースにてお知らせ致します。

講演・要旨申込：講演申込および要旨提出は6月中旬
頃に開始，7月中旬頃に締切を予定しています。

事前参加申込：8月上旬まで，割引料金の適用を予定
しています。
*各種申込は年会ホームページから行います。
詳細については，次号のニュースあるいは学会
のホームページをご覧下さい。

関連イベント：一般向けの講演会を計画しています。
詳細は次号のニュースにてお知らせします。

小集会：学会期間中の昼食時間あるいは講演終了後に
小集会を開催する希望があるグループは，会場
の手配上，年会実行委員会にお早めにお問い合
わせ下さい。

年会事務局：〒108‒8477 東京都港区港南4‒5‒7　 
東京海洋大学　2023年度日本地球化学会年会
実行委員会　委員長　下島公紀

電子メール：t.yamanaka＠kaiyodai.ac.jp（@を半角
にすること。このメールアドレスは実行委員会
庶務担当山中寿朗宛となります），2023年会専
用アドレスが決まりましたら，学会ホームペー
ジ，学会メーリングリスト等にて案内しますの
で，急ぎの問い合わせ以外は専用アドレス決定
後に，そちらの方にお問い合わせください。

 （東京海洋大学　下島公紀）

学会からのお知らせ
●2022年度「奨励賞」受賞者紹介
奨励賞：伊左治雄太会員（海洋研究開発機構研究員）
受賞題目：「天然に分布するテトラピロール化合物の炭
素・窒素同位体比を用いた生物地球化学過程の研究」

伊左治雄太氏は，自然界に分布
するテトラピロール化合物の炭素
および窒素同位体比をもとに，生
物地球化学プロセスに新たな一面
を切り出す研究を行っている。特
に対象としているのは，クロロ
フィル類，それが堆積物中で変質

して生成されたポルフィリン化合物群，そして各種生
化学反応の電子伝達を担い，センサー化合物として知
られるヘム類である。伊左治氏は，多種多様な物質の
混合物である天然物の中から，それらのテトラピロー
ル化合物を単離・精製する技術を確立するだけでな
く，その炭素や窒素同位体比がもつ情報の正確な意味
を紐解いてきた。彼は複雑かつ多様な反応群の一面を
正確に切り出すこのツールの応用によって，高塩分環
境下における効率的な窒素栄養供給の仕組みや，地中
海塩分危機時（中新世）の海洋表層における窒素固定
の重要性を明らかにした。また最近では，海洋中の粒
子からヘムBを精製する方法を開発し，その濃度や炭
素・窒素同位体組成を用いた生物地球化学プロセスの
方法論の確立へと歩みを進めている。そんな中で，ほ
ぼ半世紀ぶりに新規のヘム化合物を見出し，合成系の
進化との関わりを遺伝子解析とともに進めている。こ
ういった研究は新規性に富むだけでなく，地球化学が
ボーダーレスな学問領域の中で存在感を発揮する重要
な分野であることを証明するものである。このこと
は，地球化学者の一人である私にとっても，非常に嬉
しいことである。
東京大学大学院時代には，恩師である川幡穂高元地
球化学会会長のもとで，アデン湾の堆積物の分析を元
にした古気候復元を行い，ホモ・サピエンスの出アフ
リカ期の環境変動の間をつなぐ重要な貢献を行った。
また，海洋大循環に関する図書を翻訳し，講談社ブルー
バックス『気候変動はなぜ起こるのか』を共訳者とし
て刊行した。各種エッセンスの集合体とも言える原著
の翻訳は，専門用語の背景まで深く理解していないと
不可能な作業である。中学時代をアメリカで過ごした
伊左治氏は英語能力が極めて高く（うらやましぃ～），



̶ 3̶

国際学会においても十分に存在感を示すことができる。
伊左治氏は，研究の最先端をさらに未踏の地へ前進さ
せる地力と，それを世界へ発信する能力を十分に兼ね
備えた若手研究者であり，今後の日本の地球化学会を
背負っていく人材の一人であることは間違いない。
いいことばかり書いてしまったので，最後にちょっ
とくらいドジな話を盛り込もうとしたが，特にない。
それが彼の欠点かもしれない。この先も道は長い。今
後，彼の学者人生にはいろんな試練が待っているだろ
う。不要とも思える仕事とも付き合っていかねばなら
ないし，時に闘うことも必要になる。しかし目標を
しっかりと据え，着実に前進していってもらいたい。
彼にとって奨励賞が単なる途中経過にすぎないことを
証明するために。

 （海洋研究開発機構　大河内直彦）

奨 励賞：福田航平会員 （大阪大学フォアフロント研究
センター助教）
受賞題目：「始原的隕石物質の局所同位体比分析によ
る原始太陽系円盤進化の研究」

福田航平さんは広島大学理学部
地球惑星システム学科を2011年
に卒業され，その後東京大学大学
院理学系研究科地球惑星科学専攻
の修士課程へ進学されました。修
士・博士課程を通して比屋根肇博
士の指導の下に研究を行い2018

年3月に学位を取得されました。博士論文 “Irradia-
tion processes in the early solar system: A multiple 
isotope study on early solar system solids” では太陽
系初期に存在した 10Beの起源解明を目的とし，Ca, Al
に富むインクルージョン（CAI）の分析に基づき初生
10Be/9Be比を推定しました。その変動量から，10Beが
原始太陽の高エネルギー粒子による核破砕反応生成物
であることを示し，原始太陽の活動度について議論し
ました。
福田さんは広島大学のSHRIMP・東大大気海洋研の

NanoSIMS等二次イオン質量分析計（SIMS）を長く
使っておられましので，学位取得後SIMS経験の豊富
なポスドクとして，ウィスコンシン大学に来ていただ
きました。2021年Assistant Scientistへの昇格を経
て昨年3月までの４年間，彗星粒子や隕石中のコンド
ルールの研究をしていただきました。

最初の課題はNASAのスターダスト計画で捕獲さ
れた彗星粒子の起源をMg安定同位体の質量分別効果
から調べる研究でした。この際装置による質量依存同
位体分別が予想外に複雑で，簡単に補正ができないこ
とが判明しました。福田さんは分析結果を丹念に調
べ，複数の追加分析からMgとSiの二次イオン強度比
と装置の同位体分別効果に相関があることを発見し，
新しい補正法を確立しました。その手法を用いて彗星
粒子からマグネシウム安定同位体の大きな同位体比分
別を検出することに成功し，その原因が高温のガスか
らの凝縮過程であると結論した論文を発表しました。
次に，福田さんは始原的隕石中のコンドルールの高
精度Al‒Mg年代研究を中心に仕事をされ，炭素質コ
ンドライトのコンドルールの形成年代が普通コンドラ
イトのコンドルールより若いことを明らかにしまし
た。論文では，コンドライト隕石の原始太陽系円盤に
おける形成場所やコンドルール形成メカニズムを考察
し，コンドルール形成が時間と共に円盤の内側から外
側へと移り変わっていること，それは惑星の成長が円
盤の内側ほど早く外側では遅かったことに起因すると
結論しました。
ウィスコンシン大学での福田航平さんは研究生活を
とても楽しんでいて，他の人の分析の補助も含め，何
事も厭わず誠実に仕事をされていました。彼は大変注
意深く分析をするので，安心して任せていました。
SIMS分析は長時間労働ですが「体力だけは任せてく
ださい」が口癖で，最後の数ヵ月は大量のデータを出
して日本へ帰りました。論文執筆では分析結果の吟
味・多数の文献の精査を行い，論文の中でどこまで主
張できるかを明確にすることや，自分達の好む解釈以
外の可能性について客観的に述べることも大事にされ
ていました。その結果，自分達の今後の研究にも論文
を読む他の研究者にも役立つ論文となり，この点を私
は高く評価しています。

2022年４月からは大阪大学大学院理学研究科附属
フォアフロント研究センターに助教として赴任され，
様々な質量分析計を組み合わせた隕石物質の複合同位
体分析に取り組んでおられます。新たなスタートに立
たれ，学生の指導も始められたとのことで，これから
の研究の発展，成果を大変楽しみにしています。

 （ウィスコンシン大学マディソン校　木多紀子）
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